
 

 

令和５年３月（第３回）教育委員会会議議事録 

 

１.開催の日時及び場所 

      令和５年３月９日（木）１８：００～１９：１５ 

      市役所本庁 ４階 教育委員室 

２.出席委員の氏名 

      野口 政吾 教育長 

         田村賢二郎 委員 

      山野あい子 委員 

      川﨑 裕美 委員 

      重村 美帆 委員 

３.その他議場に出席した者 

      上村教育部長、床本次長、原学校教育課長、石津学びの森くすのき・地域文化

交流課長、石川学びの森くすのき・地域文化交流課副課長、半田学校給食課長、

藤井教育施設課長、三好教育総務課長、伊藤教育総務課副課長、河村教育総務

課係長 

４.傍聴者  なし 

５.趣 旨 

教育長  ： ただ今から、令和５年３月９日の第３回教育委員会会議を開催いたします。

本日は、委員全員が出席しているため会議として成立していることを最初に報

告します。また本日は傍聴の申し出はありませんでした。 

教育長  ： また、今回の資料と合わせて送付しました、令和５年２月８日開催の令和５

年第２回の議事録について、御意見等ありましたでしょうか。 

（全員異議なし） 

教育長  ： それでは、令和５年第２回教育委員会会議の議事録について、承認とさせて

いただきます。 

教育長  ： 次に、本日の会議録署名委員の指名についてですが、本日の会議録署名人は

山野委員にお願いします。  

教育長  ： 本日の議題は、「議案第２号 教職員人事の件」、「議案第３号 宇部市教育委

員会事務局の組織等に関する規則中一部改正の件」、「議案第４号 宇部市教育

委員会職務権限規程中一部改正の件」、「議案第５号 宇部市教育委員会が管理

する個人情報の保護に関する規則の改正の件」、「議案第６号 宇部市学校給食

の実施及び学校給食費の管理に関する条例施行規則の改正の件」、「議案第７号 

調停の申立てについて」の６件とその他の事項として「寄附の報告について」

の１件となっています 

教育長  ： 「議案第２号 教職員人事の件」については人事案件のため、また「議案第

７号 調停の申立てについて」議会に上程前の案件のため非公開としたいと思

いますが、皆さんよろしいでしょうか。 

（全員異議なし） 



 

 

教育長  ： 異議が無いようですので、議案第２号及び議案第７号については非公開とさ

せていただきます。なお、それ以外の議題は、全て公開とさせていただきます。 

教育長  ： はじめに、「「議案第２号 教職員人事の件」、事務局から説明をお願いします。 

学校教育課長： それでは学校教育課から説明します。令和５年度人事異動につきまして、

３月１４日に全県一斉に学校への内示となりますので、その前に教育委員の皆

様方に概要を説明させていただきます。まずは、今年度の人事異動の全般につ

いてご説明いたします。昨年度もこの場で説明しましたけれども、全国的に教

員不足の傾向にあり、山口県も同様で厳しい状況にあります。今年度はこの教

員不足の傾向が昨年より増して顕著になりました。この教員不足の主な原因と

して、１点目は、教職を志望する若者の減少による臨時採用の数の急激な減少

です。それから山口県における教職員人口の多い年齢層にあたる多くの方が退

職となります。これらのことから、臨時採用の先生の確保が難しい状況にあり

ます。二つ目の理由としましては、産休病休を取得する教員が増加していると

いうことです。このことに伴い、代替の教員の必要数を確保することが必要と

なります。このような教員不足の状況になりますと、小学校では担任の未配置、

すなわち担任が配置できない。それから中学校では教科の未履修が生じ、さら

に産休や病休などを取得する教員の代替者を配置できなくなるという恐れが

あります。このような事態になってはなりませんので、対応として、県教委か

ら令和５年度においては一時的に中学校２年と３年を３５人から３８人学級

にするということが示されました。その上、これまでに配置していたいくつか

の加配教員を凍結するという方針が示されました。このような対応をしました

が、それでもまだ教員不足という課題は完全には解消されておらず、学校教育

課では考えられるあらゆる方法で人事異動の事務を行いましたが、それでもな

お欠員が生じている状態であり、今後も引き続き対応していきたいと考えてい

ます。それでは続きまして、資料について説明していきます。まず一つ目が学

級数についてです。今年度と比べて小学校は１学級増。中学校は７学級減とな

り合計で６学級の減となります。なお特記事項に書いていますが、中学校の学

級減の一因としては、先ほど申し上げました中２及び中３の３８人学級化によ

る学級減が挙げられます。今年度と比べて学級減になる学校は、常盤中学校、

桃山中学校、藤山中学校、厚南中学校です。２点目として教職員数ですが、中

２及び中３の３８人学級化や、またいくつかの加配教員の凍結という方針が示

されたことなどから、今年度と比べて小学校は８人減。中学校は１６人減とな

り合計で２４人の減になります。この教職員数には教員定数以外に、国及び県

の予算がつく加配教員が含まれています。加配教員の配置数は全般的に減とい

うことになりました。学力向上等支援員は配置がありません。また、少人数加

配も配置がありません。これらはかなり大きな配置数の減の理由となっていま

す。それから児童生徒支援加配については大幅に配置数が減少となりました。

ほぼ今年度なみの配置があったのが、小学校専科加配教員の英語以外で、これ

は藤山小、厚南小、原小、西宇部小に配置します。昨年度から配置されました

小学校専科加配教員の教科担任制は県からの指定により東岐波小に配置しま



 

 

す。それから小学校の英語専科教員は、恩田小、新川小、川上小、黒石小に配

置します。続きまして新規採用教職員についてですが、教員不足への対応とし

て新規採用教職員を多く配置することになりました。従って教諭が３２人、事

務職員１人の合計３３人となり、今年度と比べ１０人の増となります。続きま

して退職者についてです。管理職についてのみ説明します。本年度末で定年退

職を迎える校長は小学校５名、中学校２名の合計７名です。教頭は中学校２名

となっています。続きまして再任用教職員についてです。本市においては令和

４年度と令和５年度はほぼ同数の方が再任用教職員として、来年度も勤務して

もらえることになっていますが、県全体では再任用教職員の希望者が減少して

おり、それから現在再任用として勤務しているが、継続して勤務することを希

望する者も減少の傾向があるというふうに聞いていまして、今後本市において

も、再任用教職員の確保が課題になるのではないかというようなことを心配し

ています。続いて転出入についてです。ここでは教諭についてのみ説明します。

転入転出転任と資料には書かれていますが、転入というのは新たに他市町から

宇部市に入ってくる教員です。また転出は宇部市から市外に異動する教員です。

それから転任というのは市内の教員が市内に異動することです。その合計数で

すが、今年度と比較すると来年度はほぼ同数となっています。しかし、転任の

数だけを見てみますと、小学校は昨年３６人だったのが今年度は５０人、中学

校は昨年３４人だったのが、今年度は１６人になっており、中学校と比べて小

学校の方が異動の規模が大きいということになっています。続きまして臨採教

職員の配置についてです。冒頭に申し上げたとおり、欠員補充の他、産休代替、

育休代替、それから病休代替など、多くの臨採教職員が必要であり、その安定

的な確保が喫緊の課題となっています。来年度も多くの育休産休病休が見込ま

れているところです。続きまして管理職の移動状況についてですが、まず校長

の異動つきましては小学校１５名中学校７名となっています。そのうち定年退

職者は小学校が５名で中学校が２名です。次に教頭の移動状況ですが、小学校

８名中学校５名となっており、そのうち定年退職者は中学校の２名だけです。

それから例年と少し異なる点としまして、これまで学力向上推進リーダーが配

置されていましたが、県教委の方針として来年度からは学力向上推進リーダー

は再任用教職員もって充てることになっていましたが、この学力向上推進リー

ダーも加配教員に当りまして、加配教員の凍結の関係で来年度は学力向上推進

リーダーが配置されないため、今まで配置されていた学校については教頭が１

人体制となります。説明は以上です。 

教育長  ： ただ今の説明に対して、ご意見ご質問をお願いします。 

委員   ： 産休育休をとる教員の数が増えているのはどういった理由からでしょうか。 

学校教育課長： これにつきましては、明確な根拠がるわけではありませんが、制度が充実

してきているということがあるのかもしれません。育児短時間勤務や育児部分

休業などの制度がありまして、教員が子育てしやすい環境が整ってきていると

いうことが理由として考えられます。 



 

 

委員   ： 教員が休みを取りやすくなったのはいいことではありますが、病休が増加し

ていることについてはどうでしょうか。 

学校教育課長： メンタルを原因とした病休については今年度に限った話ではなく、何年か

前から県全体として増加傾向にあります。このようなこともあって宇部市では

働き方改革を推進していこうとしています。 

教育長  ： 産休育休については２０代後半から３０代前半ぐらいまで若手の教職員数が

多いということがあるのではないかと考えられます。今の教員の年齢構成は５

０代が多く、４０代から３０代の中盤が非常に少なく３０代の前半から２０代

が多いという非常にアンバランスな年齢構成になっているので、結婚出産に入

る年齢の教員が多くなっています。 

教育長  ： その他に、ご意見やご質問はありませんか。 

委員   ： 今回の教員不足への県教委の対応は苦肉の策であることは分かるのですが、

悪循環となる対応だなと思います。それでなくとも教員の負担が多い中、更に

クラスの人数が増えてしまうと教員への憧れがよりなくなっていってしまう

ことになるのではないかと考えると、どこかで何かを変えていかないといけな

いのではないかと思います。これは保育職も含めてなのですが、どうやって人

材を確保していくのかということについて、私自身も見えていないのですが、

今回の県教委の対応は先生方にとってはすごくしんどい対応なのではないか

と思います。 

学校教育課長： 委員のおっしゃる通りだなと思います。私達もこの対応を聞いたのは今年

に入ってからで、これを聞いた時は本当に大変動揺しましたが、決定事項とい

うことなので、この方針で人事異動を今まで進めてきたということです。確か

に、これが悪循環にならなければいい、負の連鎖が起きなければいいなと思う

ばかりです。 

教育長  ：  報道等でご存知のことと思いますけど、とにかく今までにない厳しい状況で

ありますが、抜本的な対応が十分取れていない。後手後手の対応による負の連

鎖が非常に心配されます。 

学校教育課長： 続きまして、今後の予定についてご説明します。３月１４日の火曜日が内

示となります。その後３月２４日の金曜日の１０時に報道発表がありまして、

ここから情報がオープンとなります。その後、辞令交付式、着任式、校長集会

が行われますが、教育委員の皆様には着任式と校長集会への出席をお願いしま

す。 

教育長  ： その他にご意見ご質問はありませんか。 

（全員意見なし） 

教育長  ： それでは「議案第２号 教職員人事の件」は原案のとおり承認ということで

よろしいでしょうか。 

（全員異議なし） 

教育長  ： 次に、「議案第３号 宇部市教育委員会事務局の組織等に関する規則中一部改

正の件」について、事務局から説明をお願いします。 



 

 

教育総務課長： それでは教育総務課より議案第３号について説明します。これは、学びの

森くすのき・地域文化交流課が所管している「市史編さん事業」を市長部局に

移管することに伴う改正です。改正部分は、規則の第３条、課等の設置のなか

の、学びの森くすのき・地域文化交流課の「文化財・市史編さん係」を「文化

財係」に改めます。次に第４条の課等の分掌事務で、同じく学びの森くすのき・

地域文化交流課の分掌事務について、「市史編さんに関すること。」を削除して

います。説明は以上です。 

教育長  ： ただ今の説明に対して、ご意見ご質問をお願いします。 

（全員意見なし） 

教育長  ： それでは「議案第３号 宇部市教育委員会事務局の組織等に関する規則中一

部改正の件」は原案のとおり承認ということでよろしいでしょうか。 

（全員異議なし） 

教育長  ： 次に、「「議案第４号 宇部市教育委員会職務権限規程中一部改正の件」につ

いて、事務局から説明をお願いします。 

教育総務課長： それでは引き続き、教育総務課から議案第４号について説明します。の規

程の改正には二つあります。一つ目は先ほどの規則の改正に伴う改正です。改

正部分は、別表４の第２の「４市史編さんについて」の部分が削除となります。

二つ目は、令和４年４月の行政組織の再編に伴って変更しておくべきところの

遺漏に関するものです。該当箇所は教育施設課の欄です。「１事業計画（１）、

学校施設耐震化計画の決定」を「学校施設長寿命化計画の決定」というふうに

改正いたします。説明は以上です。 

教育長  ： ただ今の説明に対して、ご意見ご質問をお願いします。 

（全員意見なし） 

教育長  ： それでは「議案第４号 部市教育委員会職務権限規程中一部改正の件」は原

案のとおり承認ということでよろしいでしょうか。 

（全員異議なし） 

教育長  ： それでは引き続き、「議案第５号 宇部市教育委員会が管理する個人情報の保

護に関する規則の改正の件」について、事務局から説明をお願いします。 

教育総務課長： それでは引き続き、教育総務課から議案第５号について説明します。令和

５年４月１日より個人情報保護法の大幅な改正があり、これまで各自治体が個

人情報の取り扱いを条例で定めていたものが、全て個人情報保護法で一元管理

されることとなりました。そのため、宇部市においても１２月議会で「宇部市

個人情報保護条例」を廃止し、「個人情報保護法を施行するための様式を定め

る規則」を新たに制定しました。教育委員会も、個人情報の取り扱いについて

はこの市が定める様式を使用することとなりますので、「宇部市教育委員会が

管理する個人情報の保護に関する規則」を、宇部市の定めた様式を参照する、

という内容に変更しています。説明は以上です。 

教育長  ： ただ今の説明に対して、ご意見ご質問をお願いします。 

（全員意見なし） 



 

 

教育長  ： それでは「議案第５号 宇部市教育委員会が管理する個人情報の保護に関す

る規則の改正の件」は原案のとおり承認ということでよろしいでしょうか。 

（全員異議なし） 

教育長  ： それでは引き続き、「議案第６号 宇部市学校給食の実施及び学校給食費の管

理に関する条例施行規則の改正の件」について、事務局から説明をお願いしま

す。 

学校給食課長： 学校給食課から「議案第６号 宇部市学校給食の実施及び学校給食費の管

理に関する条例施行規則の改正の件」について説明します。物価高騰による給

食の食材費の値上がりに対応し、学校給食の質や量を維持するために、食材費

の 1食当たり単価を値上げし、それに合わせて宇部市学校給食の実施及び学校

給食費の管理に関する条例施行規則を改正するものです。調味料などの加工品

といった主な年間契約物資や牛乳などについて、令和５年度の価格は令和４年

度と比べて、1割程度上昇するという状況にあります。そのような中で、小学

校中学校ともに、１食あたり３０円程度値上げをすれば、栄養バランスと量が

伴った給食の提供が可能であるということで、今回の令和５年度の当初予算の

方にも計上しているところです。ただ、保護者にお支払いいただく児童生徒の

給食費につきましては、コロナ禍における保護者負担の増大を回避するために、

増額となる３０円部分については公費により負担をすることとしております

ので、今回の条例施行規則に関しましては、児童生徒以外の給食費の額を変更

する内容としています。以上、簡単ではありますが説明を終わります。 

教育長  ： ただ今の説明に対して、ご意見ご質問をお願いします。 

委員   ： 今回は物価高騰への対策ということで３０円を公費で負担するということだ

と思いますが、今後、物価が下がることはないのではないかと思うのですがこ

の公費で３０円を賄うというところは物価の変動に合わせてその都度見直して

いくのですか。 

学校給食課長： 当面は３０円の値上げで何年間かは持ちこたえられるのではないかと考え

ています。公費で負担するのかどうかにつきましては現時点では何とも言えな

いところです。 

教育長  ： その他、ご意見ご質問はありませんか。 

次長   ： この規則につきましては、教育委員会規則ではありませんので、教育委員の

皆様に承認をいただいたら成立するというものではなく、この案をもって市長

の決裁を受けてさせていただくことになります。その点を補足させていただき

ます。 

教育長  ： 今後、市長決裁を受けることになりますが、教育委員会としてはこの案で承

認ということでよろしいですか。 

（全員異議なし） 

教育長  ： それでは「議案第６号 宇部市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関す

る条例施行規則の改正の件」について承認とします。 

教育長  ： それでは引き続き、「議案第７号 調停の申立てについて」、事務局から説明

をお願いします。 



 

 

教育施設課長： 議案第７号について説明します。これは、桃山中学校において発生したＵ

ＢＥ株式会社の高圧ケーブルを工事の際に誤って切断してしまったという案件

についてです。ＵＢＥ株式会社に対する損害賠償金については令和４年７月１

４日に調停が成立し、利害関係人、利害関係人と申しますのは工事に携わった

施工会社と設計事務所の過失分についても、宇部市がまとめて令和４年８月１

２日に解決金を支払い、ＵＢＥ株式会社との関係はもう解決されている状態で

すが、利害関係人分の負担を今は宇部市がしている状態なので、その後、代理

人を通じて解決金の負担について協議をしてきたところです。利害関係人は過

失ゼロを主張しているところですが、早期解決に向けていくらか解決金として

用意する意向も示されています。しかし、その金額と宇部市の考える金額との

乖離が大きい状況です。そこで今後の協議の方法を、利害関係人と協議し、第

三者の意見を取り入れることのできる調停での解決を目指すこととし、宇部市

が調停を申し立てることとしたものです。説明は以上です。 

教育長  ： ただ今の説明に対して、ご意見ご質問をお願いします。 

教育長  ： その他にご意見ご質問はありますか。 

委員   ： 今は市が利害関係人の分まで支払っているので、利害関係人にもいくらか市

に対して支払ってくださいよという理解でよかったですか。 

教育施設課長： はい、そうです。 

委員   ： 宇部市は利害関係人に対していくら請求しているのですか。 

教育施設課長： １,３４２万４,６４５円ほどで利害関係人に負担を求めているところです。 

委員   ： この金額は宇部市がＵＢＥに支払った額の３％に当たるということですか。 

教育施設課長： この年３％の割合というのは利息分になります。調停といいますのは、法

的な拘束力を持たない回復となりますので、調停で解決した場合はこの年３％

の利息分は要求しないことが多いようです。これが訴訟になってしましますと、

これは固まった数字になってしまうので、宇部市としてはこの調停で話をまと

めたいと考えています。 

委員   ： このような工事を発注する際は、このような事態を想定して契約の時点でど

こが補償するとか取り決めをしていないのですか。 

次長   ： 基本的には、今回は第三者に与えた損害になると思いますが、契約書の中で

は何もなければ、施工業者の方が責任を持つという契約になっていたんですが、

これには但し書きがありまして、発注者側、すなわち宇部市側に過失がなけれ

ばということになっています。今回のケースでは、宇部市側が施工業者に、こ

こにケーブルがあるということを知らせてなかったという点に大きな過失があ

るということで、調停委員会からとりあえずＵＢＥ株式会社を救済するという

ことで立て替えて払った方がいいという意見がありましたので全額を一旦支払

っています。基本的には通常契約でいけば施工業者に責任がありますが、今回

については宇部市の過失が大きい部分があるということで、その中の過失割合

について今後の調停で話合うということになります。 

教育長  ： その他にご意見ご質問はありますか。 



 

 

教育長  ： それでは「議案第７号 調停の申立てについて」」は原案のとおり承認という

ことでよろしいでしょうか。 

（全員異議なし） 

教育長  ： 次に、その他の事項として寄附の報告をお願いします。 

教育総務課長： ２月の寄附について報告します。まず令和５年２月３日に匿名の方から、

平成２４年度から通算１３０回目５，０００円の御寄附を交通遺児のためとし

ていただきました。また、２月２４日にＵＢＥ労働組合建設資材支部より、小・

中学校教育資金として１０，０００円のご寄附をいただきました。次に、公益

社団法人渡辺翁記念文化協会の代表理事山本謙様から３０万円を宇部市民の文

化向上のためとしてご寄附がありました。同じく公益社団法人渡辺翁記念文化

協会の代表理事山本謙様からも同日に図書館図書資料の充実のためとして５０

万円の寄付がありました。説明は以上です。 

教育長  ： 議題については以上となりますが、他に何かありますか。 

（全員意見なし） 

教育長  ： 以上をもちまして、本日の会議を終了します。 

 


